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あ ら ま し

官公庁・公企業分野においては，法律，制度，およびお客様ごとの事業内容に基づく

業務特性・要求仕様により，異なる業務システムを短期間かつ高品質・低コストで作り

上げる必要がある。また，システムの開発方式は，ベンダー提供型の開発ソリューショ

ンから，ベンダーとオープンソースソフトウェアの組み合わせ型の開発ソリューション

に変化してきている。このような状況を踏まえ，筆者らは官公庁関係システムの開発・

運用を担当するに当たり，お客様システムの安定稼働を第一に「開発手法の型決め」「プロ

ジェクトマネジメントの型決め」を骨子とした活動を推進している。そして，2017年度か
らグローバルソフトウェアファクトリー活動（グローバル視点でのソフトウェア工業化）

を展開し，作業品質の均一化を図る統合プロジェクト基盤「Yakushin」の社内実践を開始
した。Yakushinによって，開発手法およびツールの型決め，プロジェクトマネジメント
の型決めが可能となる。

本稿では，Yakushinの中核となる開発基盤「Yakushin/Crust」とプロジェクト統合管
理基盤「Yakushin/Tophat」について述べる。

Abstract

In the government and public enterprise sectors, it is necessary to build different high-
quality business systems quickly and at low cost to correspond to laws, institutions, 
and the operating characteristics and required specifications of each customer’s 
business.  In addition, the approach to system development has changed from vendor-
provided development solutions to those that are a combination of vendor-provided 
and open source software solutions.  Based on these circumstances, when Fujitsu is 
responsible for developing and operating public-related systems, it promotes activities 
focused on determining development approaches and deciding project management 
approaches with the priority on stable operation of customer systems.  Starting in 
FY2017, we launched global software factory activities (software industrialization 
from a global perspective) and the internal application of “Yakushin,” an integrated 
project infrastructure to standardize work quality.  With Yakushin, it becomes possible 
to determine development approaches and tools, as well as project management 
approaches.  In this paper, we describe Yakushin’s core development infrastructure, 
Yakushin/Crust, as well as its project integration management infrastructure, 
Yakushin/Tophat.
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の社内実践を開始した。
本稿では，Yakushinで行う社内実践の活動内容
を具体的に説明する。

作業品質の均一化に向けた活動

アプリケーション開発においては，OSS（Open 
Source Software）の適用範囲が広がり，これまで
の開発技術に加えて新たな技術を活用した開発手
法が必要となる。そして，これを適用した高生産
性で高品質なモノづくり施策をベンダーは提供し
続ける必要がある。また，業務システムの稼働環
境も，オンプレミス，プライベートクラウド，パ
ブリッククラウド，あるいはそれらを組み合わせ
たハイブリッドクラウドなどと多様化している。
ベンダーはお客様の要求に合わせて，どのような
動作環境でも稼働するポータビリティを兼ねそろ
えた進化発展型の開発スタイルを実現する必要が
ある。
プロジェクトマネジメントの側面では，開発規
模が大きくなる中で，プロジェクト運営において
はコミュニケーションやマネジメントが課題と
なっている。そのため，報告によるプロジェクト
進行状況と，成果物による実態情報の双方の同期
を取った進捗管理が求められる。リソース面では，
開発を海外企業に委託するオフショアや，開発の
一部もしくは全てを比較的近い距離の場所にある
企業に委託するニアショアなどの外部リソースを
活用することもある。この場合は，プロジェクト
編成として必ずしも同じ場所で作業を行っていな
いケースもあり，コミュニケーションギャップを
埋める仕組みが必要となる。そして，いち早く問
題の察知ができ，かつプロジェクトマネージャー
などが課題解決に注力できる仕組みが求められる。
富士通はその対策として，開発やプロジェクト
マネジメントのやり方を本部内で統制し，属人的
要素を排除した基盤整備を進めている。この基盤
を繰り返し活用する（実践知の再利用）ことで，
お客様に高品質で高生産性なシステムを継続して
提供することができる。筆者らは，2014年より官
公庁向け統合プロジェクト基盤の開発を行ってき
た。そして，2017年4月に設置したグローバルソフ
トウェアファクトリー推進室（以下，GSF）の発
足に伴い，活動の名称を「Yakushin（ヤクシン）」

作業品質の均一化に向けた活動

ま　え　が　き

官公庁・公企業分野においては，法律，制度，
および事業内容に基づく業務特性・要求仕様がそ
れぞれ異なっていることから，システム化までの
経緯や時期の違いなど生じている。このため，既
存の業務システムのノウハウや業務パッケージな
どを利用したソリューション型の開発は容易では
なく，結果的に個別に受託するオーダーメイド型
の開発になる場合が多い。
また近年，社会情勢の変化や法改正などに迅速
に対応する必要があるため，システム開発は短納
期化と複雑化が進んでいる。更に，高度なセキュ
リティ機能の組み込みや，省庁間のシステムをつ
なげて実現するビジネスルールの整備も高い品質
が求められる。
日本では，2017年5月に「世界最先端IT国家創造
宣言・官民データ活用推進基本計画」（1）が閣議決定
され，官公庁と民間企業が保有する様々なデータ
のオープンデータ化が行われている。このデータ
の利活用には，分野横断的な検索機能が必要であ
り，現在，官民のSoE（Systems of Engagement）
実現に向けた検討が進んでいる。これを実現する
には，PoC（Proof of Concept：概念検証）やPoB
（Proof of Business：お客様事業の実証検証）など
を短期間で実施し，得られた成果をPDCA（Plan，
Do，Check，Act）サイクルを回して評価し，より
短納期でシステム化することが求められる。
更に，様々なシステム開発の方法やプロジェク
トで得られた知見（ナレッジ），およびノウハウを
実践知として再利用化する仕組みを取り入れるこ
とも検討する必要がある。例えば，開発中に得ら
れた優れた事例や知見をいち早くほかのプロジェ
クトに水平展開・共有（インテグレーション）す
ることで，お客様に短納期で高品質なシステム作
りを継続して提供できる。
このような構想の実現に向けて，筆者らは担当
している官公庁関係のお客様システムの開発・運
用・サポートを遠隔で行うための事業モデルの構
築を行ってきた。2017年度から，グローバルソフ
トウェアファクトリー活動（グローバル視点での
ソフトウェア工業化）を展開し，作業品質の均一
化を目指した統合プロジェクト基盤「Yakushin」

ま　え　が　き
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と改めた（図-1）。
Yakushinは，これまでのSI（システムインテグ
レーション）活動を活かしつつ，お客様とともに
飛躍的に進化する「躍進」から名付けたものである。
GSF設立の意義は，SE（システムエンジニア）の
高齢化におけるSI開発ノウハウの継承，グローバ
ル人材を活用した徹底したコストダウン体質への
移行，およびSEのワークスタイルの変革への対応
である。

GSFでは，SIビジネスを継続していくために以
下の課題に対応する必要があると考えた。
・ 開発基盤の整備
・ プロジェクト統合管理基盤の整備
次章以降で，これらの課題を解決するYakushin
の中核となる開発基盤「Yakushin/Crust」と，プ
ロジェクト統合管理基盤「Yakushin/Tophat」に
ついて詳述する。

開発基盤　Yakushin/Crust

近年，業務アプリケーションとその動作環境を
統括して管理する技術である「コンテナ仮想化」
が浸透しつつある。サーバ上のOS配下に，業務ア
プリケーションの動作環境ごとにサーバリソース
を割り当て，多種多様なアプリケーションを効率
的にパッキングして動作させることが可能になっ
た。しかし，あくまでもこれはインフラ環境寄り

開発基盤　Yakushin/Crust

の話である。業務アプリケーションの作り方その
ものは，動作環境だけでなくフレームワークやビ
ジネスルールへの依存性など，アプリケーション
の動作に必要な環境情報がコンテナ仮想化に必要
なパッキング化を阻害する。
「Yakushin/Crust（クラスト）」は，業務アプ
リケーションのパッキング化を可能にする開発基
盤である。Crustは，Containerization RUnaway 
Solution of application develop Technologyの略称
である。今後加速するコンテナ仮想化におけるア
プリケーション側の具体的な対策を提供し，簡単
かつスピーディに実現する開発ソリューションを
多数保有する。Crustにおける業務アプリケーショ
ンのコンテナ化対策を以下に述べる。
（1） 業務アプリケーションの疎結合化対策
業務アプリケーションの仕組みは，一つのトラ
ンザクションデータを軸に，「検索条件」「検索結
果一覧」「登録」「更新」「閲覧」「削除」「CSVダウ
ンロード」の七つの機能で構成される。なお，実
際の業務システムに合った機能をカスタマイズし
て搭載することも可能である。Crustの基本処理パ
ターンを図-2に示す。Crustでは，基本処理パター
ンを実装したテンプレートソースを用意する。こ
のテンプレートは，OSSのフレームワークにおけ
るアプリケーション制御に加え，定型化された業
務ロジック部を含んでいる。Crustが用意している

図-1　Yakushinの全体像
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アプリケーションビルダが業務アプリケーション
を生成するため，開発者はテンプレートをプログ
ラムコードに実体化するためのデザインシートを
書くだけでよい。
なお，このテンプレートはJavaプラットフォー
ム向けのオープンソースアプリケーションフレー
ムワークであるSpringベースのフレームワークで
開発されているが，Spring以外のフレームワーク
にも対応可能である。差し換えたいフレームワー
クに対応したテンプレートを準備し，アプリケー
ションビルダを再実行するだけで，対応が完了す
る。この方法は，今後のシステム更改における再
構築作業の負担軽減させるものである。
（2） ビジネスロジック層の疎結合化対策
業務アプリケーションには，お客様業務をシス
テム仕様に落とし込み，それをプログラムコード
化して取り込んでいる。ビジネスモデル仕様は，
時代の変化に伴って変動するものとしないものと
に大別できる。
特に変化しやすい箇所に関しては，処理や値を
ソースコードに直接記述する「オンコーディング」
を行うと改修に時間がかかり，お客様業務に支障
を来してしまう。そのために，BRMS（ルールエ
ンジン：Business Rule Management System）と
いう手法を活用し，ビジネスモデル仕様の中に潜

むルールをビジネスロジックとは別に外部定義化
する（図-3）。
外部定義化されたルールはドキュメントである
ため，プログラマーでなくても記述できる形式で
ある。Crustは，ビジネスロジックをコーディング
する箇所に対して，外部定義化されたルールを取
り込み，駆動させる仕組みを標準で提供する。
（3） ランタイム環境層の疎結合化対策
業務アプリケーションには，実行する環境に依
存する定義が多数存在する。以下にその一部を 
示す。

図-2　基本処理パターン

図-3　BRMS手法を用いた機能実現イメージ
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・ 他システムとの接続情報（テスト用，本番用）
・ システム間相互のファイル情報（パス，定義）
・ 言語表記情報（日本語，英語）
・ バッチ実行条件情報（実行時間，実行条件）
・ ログ採取条件情報（ログ取得レベル，取得情報）
コンテナ仮想化におけるパッキングは，ランタ
イム環境ごとに依存する箇所を上流工程でデザイ
ンしながら進める。そして，Crustが保有するデザ
インシートにまとめることで，アプリケーション
のビルド＆デプロイと同時に，ランタイム環境ご
とにコンテナ化された状態を作り上げる（図-4）。
この仕組みは，後述するプロジェクト統合管理基
盤での継続的インテグレーション（CI）など環境
構築のオートメーション化によって，従来の作業
時間の削減や作業構築時のミス抑止につなげるこ
とができる。
（4） 外部公開サービス層の疎結合化対策
筆者らは，官公庁やその外郭団体に関するシス
テム開発を請け負っている。これまでのシステム
開発の中で，各省庁のシステム要件からいくつか
の共通のプログラムが存在することが分かってい
る。Crustでは，その共通プログラムを各システム
から横断して利用可能なサービス部品として準備
し，プラットフォームに依存しない利用形態で提
供する。
例えば，徴収・給付システムに関わるビジネス
ルールの実現においては，官民金融系システムとの
連携は難易度が高くなる。このような場合，再利
用性の高い機能をパッキング化し，サービス部品を

Web API（Application Programming Interface）
などとして整備しておけば，各プロジェクトで個
別に実装する必要はない。これにより，お客様の
ミッションクリティカルな業務システムの品質確
保に貢献できる。

プロジェクト統合管理基盤　Yakushin/Tophat

お客様の要求するプロジェクトライフサイクル
を実現するために，開発プロジェクトの運営にお
けるものづくりのプロセスについても着目する必
要がある。「Yakushin/Tophat（トップハット）」
は，プロジェクトマネジメントの属人化を抑制
し，作業進行状況の可視化によるプロジェクト全
体を統制するリアルタイムマネジメントを実現す
るプロジェクト統合管理基盤である。Tophatとは，
Ticket-driven Operational for Promoting High 
Able Total management projectの略称である。
筆者らは，Tophatによって開発現場の活動から
マネジメントに必要な情報を吸い上げて，リモー
ト分散開発も視野に入れた見える化（2）を行った。
また，早期に問題を発見する仕組みとして「チケッ
ト駆動型のマネジメント基盤」（図-5）を，プロジェ
クト管理システムとして整備した。WBS（Work 
Breakdown Structure），成果物，テスト項目，課
題などをチケット情報として識別し，チケットを
介したコミュニケーションの活性化により，プロ
ジェクトメンバーの意思疎通を図ることができる。
つまり，場所，時間，言語などの制約を緩和した
グローバルなプロジェクト統制を実現する。

プロジェクト統合管理基盤　Yakushin/Tophat

図-4　ランタイム環境ごとのコンテナ配備
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以下，Yakushin/Tophatが提供する機能につい
て説明する。
（1） チケット駆動型による担当者報告に頼らない
作業のリアルタイムな予実管理

・ 各担当者の作業項目をシステムに登録し，チケッ
トに連動させて予実を詳細に管理。

・ チケットの状態に合わせてWBSのタスク状況を
集計する機能（図-6）やEVM（Earned Value 
Management）管理機能により，作業状況を随
時把握。

・ テスト管理機能によるテスト進捗や品質状況の 
P/B曲線（Program Check List消化/Bug検出曲
線），障害状況集計により随時把握。

（2） 品質状況を横断的に把握
・ レビューの記録票や障害票などの品質管理基準
を統一し，システムに登録。

・ 品質状況の分析機能をシステムに設け，工程の途
中でも最新の品質状況を随時把握。

・ 品質管理基準の統一により，工程別の品質推移の
状況を把握。

・ 同じ管理方式で繰り返し実績値を収集すること
で，品質指標が精緻化され，統計に基づく品質の
ベンチマーク評価が可能。

（3） 品質向上を兼ねた開発資産の一元管理
・ アプリケーション資産の原本をシステムで管理
し，変更履歴を可視化して状況を随時把握。

・ CIの仕組みを組み込み，資産の登録・変更・削
除時に自動コンパイルや自動デプロイ，テストを
実行し，不整合やレベルダウンを早期に検知。

・ 登録資産のページ数と規模の計測やプログラム
静的解析との連動により，進捗・品質状況を現物
ベースでの状況把握。

・ 検証部門とシームレスな成果物検証を実現。
（4） 標準管理要領による統制
・ 管理手順や管理ワークフローを記載した標準管
理要領をプロジェクト参画メンバーと共有。

・ Yakushinが提供するチケット駆動型マネジメン
トツールの操作手順により，プロジェクトの早期
立ち上げを支援。

（5） 作業ガイドラインによる統制
・ 設計書テンプレート，工程完了基準などを記載し
た作業ガイドラインを提示し，マネジメントプロ
セスと開発作業のプロセスを統一。
Yakushinでは，これらのプロジェクト標準をSE
作業のナレッジベースと位置付け「プロジェクト
統合開発基盤」として提供している。チケット駆
動型のマネジメント基盤に加え，前述のYakushin/
Crustや業務共通部品群，更には開発環境やPoCな
どの稼働環境の貸し出し機能を開発環境ポータル
に集約し，開発者に一元的に提供している。開発・
稼働環境の貸し出し機能は，富士通の開発用プラ
イベートクラウド内にコンテナ仮想化技術を用い

図-6　タスク集計機能
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ている。検証済みの必要なミドルウェア，フレー
ムワーク，マネジメントツールなどのソフトウェ
ア部品群をパッケージングし，即時展開できるよ
うにしている。
また，稼働環境には富士通のデジタルビジネ
ス・プラットフォームFUJITSU Digital Business 
Platform MetaArcの中核であるパブリッククラウ
ドサービスFUJITSU Cloud Service K5も選択でき
る。デジタルビジネスを早期に実現するための開
発・実行環境MetaArcのK5によって，蓄積されて
きたナレッジ（3）であるAI（人工知能），IoT（Internet 
of Things）などの各種テクノロジーともシームレ
スに連携できるように準備を進めている。

む　　す　　び

本稿では，富士通社内で実践している統合プロ
ジェクト基盤「Yakushin」の活動について述べた。
本活動を継続し，お客様と社会に信頼される高品
質なICTシステムとサービスを提供していく。更に
技術力を向上させ，これまで培ってきた業務ノウ
ハウの経験を活かし，常に挑戦し続けるSE集団と
して取り組んでいく所存である。
最後に，グローバルソフトウェアファクトリー
活動にご協力いただいた株式会社ケイケンシステ
ムの関係各位に深く感謝いたします。
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